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(57)【要約】
　本発明は、元の歯と置換するためのプロテーゼ要素を
支持しかつ固定するのに使用される歯科インプラントに
関する。この歯科インプラントは、隣接歯の存在または
利用できる骨の幾何学的形状のため、審美的妥協を伴な
う状況および利用できるスペースが小さいという状況に
適しており、本質的に、３．１－３．５ｍｍの間の直径
を有し且つ円錐状の内側形状および外側形状とを有する
プラットホーム（１）と中央ねじ山付本体（２）とを有
し、プラットホーム（１）には、プロテーゼに結合する
支柱（３）を保持すべくねじ山付孔（４）が延びている
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロテーゼに取付けるための支柱（３）が固定されているプラットホーム（１）と、ね
じ山付中央本体（２）とを有する歯科インプラントにおいて、プラットホーム（１）の直
径が３．１－３．５ｍｍの間にあることを特徴とする歯科インプラント。
【請求項２】
　前記プラットホーム（１）の直径が３．２－３．４ｍｍの間にあることを特徴とする請
求項１記載の歯科インプラント。
【請求項３】
　前記ねじ山付中央本体（２）の直径が３．０－３．４ｍｍの間にあることを特徴とする
請求項１または２記載の歯科インプラント。
【請求項４】
　前記ねじ山付中央本体（２）の直径が３．２－３．３ｍｍの間にあることを特徴とする
請求項３記載の歯科インプラント。
【請求項５】
　前記プラットホーム（１）の直径が３．２ｍｍでありかつねじ山付中央本体（２）の直
径が３．３ｍｍであることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項記載の歯科インプ
ラント。
【請求項６】
　前記プラットホーム（１）は円錐状の外形を有していることを特徴とする請求項１記載
の歯科インプラント。
【請求項７】
　前記プラットホーム（１）の内部には円錐状の第１キャビティ（５）と、第２キャビテ
ィ（６）とが形成されており、第１キャビティ（５）の中心はインプラントの軸線と整合
しており、第２キャビティ（６）は、平面図で見て六角形でありかつねじ山付孔（４）に
延びており、該ねじ山付孔（４）も前記軸線と整合していることを特徴とする請求項１ま
たは６記載の歯科インプラント。
【請求項８】
　前記支柱（３）は、前記支柱（３）およびインプラントが、ねじ山付孔（４）のねじ連
結と、インプラントのプラットホーム（１）の第１の内部の円錐状キャビティ（５）と支
柱（３）の円錐状部分との間の摩擦嵌合との両方により取付けられるように、通しボルト
との摩擦による円錐状連結により前記プラットホーム（１）に固定される、ことを特徴と
する請求項７記載の歯科インプラント。
【請求項９】
　前記ねじ山付中央本体（２）は、その下部が円錐状の根尖先端として仕上げられている
ことを特徴とする請求項１記載の歯科インプラント。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　発明の名称に示すように、本発明は、元の歯と置換するプロテーゼ要素を支持しかつ固
定すべく機能するねじ型インプラントに関する。
【０００２】
　より詳しくは、本発明は、隣接歯の存在または利用できる骨の幾何学的形状のため、審
美的妥協を伴なう状況および利用できるスペースが小さいという状況に適した歯科インプ
ラントに関する。
【背景技術】
【０００３】
　現在、歯科インプラント技術は広く普及しており、歯科医および患者の両者による歯科
インプラント技術の使用および受入れが一般的になっている。歯科インプラント技術は、
歯根を、対応プロテーゼが連結されるインプラントで置換することを可能にする。
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【０００４】
　インプラントの移植フェーズは、一般に次のように要約される。すなわち、
　１）移植の初期フェーズ
　２）骨性癒着時間の経過直後のフェーズ（このステップでは、インプラントの回転を防
止する安定性がなくてはならない）
　３）プロテーゼを固定しかつインプラントの設置を行うステップ
である。
【０００５】
　かくして、使用されるインプラントは、これらの各ステップの要求および要望を満たす
一連の条件に適合しなければならない。
【０００６】
　上記ステップのうち、最初の移植ステップの場合には、前記インプラントは、歯科医に
とって容易かつ快適な方法で、隆線レベルまたは上隆線レベルに移植できるような形状お
よび構造を有し、正しい骨性癒着、プロテーゼの固定、並びに強度、耐久性等が得られる
設計条件を満たすことが要求される。
【０００７】
　しかしながら、インプラントを固定する骨の不足、例えば置換すべき歯が上側切歯また
は下切歯で、前記骨の不足が隣接歯の近接に付加される場合によく見られる状況のように
、前記移植条件が特に要求される場合がある。
【０００８】
　前記場合には、通常使用されている数組のインプラント（該インプラントは、プラット
ホームまたはヘッド並びにねじ山付本体が４ｍｍ近い直径を有する）は、使用に適しない
か、全く使用できないことが示されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　以下に述べる本発明のインプラントは、上記欠点を解決し、その移植ステップの各々に
おいて要求される全ての要件に適宜対応でき、更に、利用できる骨構造が殆ど無くおよび
／または隣接歯にかなり近接している条件でも移植できるインプラントを提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この目的のため、本発明のねじ型インプラントは、プラットホームまたはヘッドおよび
ねじ山付本体（両方とも小さい直径を有する）により形成された本体から構成されている
。
【００１１】
　より詳しくは、本発明のインプラントは、そのプラットホームまたはヘッド、すなわち
プロテーゼに取付ける対応する支柱に連結する領域が、３．１－３．５ｍｍの間の直径を
有するように構成されている。
【００１２】
　一方、ねじ山付本体の外径は３．０－３．４ｍｍの間にあり、これにより、充分な確か
さをもって下記の修復、すなわち
【００１３】
　・患者による取り外しを可能にする保持システムによりインプラントに固定されかつ前
下方領域内、および小さい口腔前庭舌骨幅すなわち舌－唇軸線の領域内に配置される取り
外し可能なプロテーゼすなわちオーバーデンチャーによる修復、
　・小さい近遠心幅の上側方または下方切歯の単体歯冠の修復、および
　・小さい骨幅の場合の下方切歯の修復、
を行うことができる。
【００１４】
　以下に述べる説明を補完しかつ本発明の好ましい実用的実施形態による本発明の特徴を
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より良く理解することを補助するため、本発明の説明の一体部分として１組の図面を添付
し、非制限的な例として本発明を以下に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】連結された支柱を備えた本発明のインプラントを示す概略平面図および一部を破
断した側面図である。
【図２】連結された支柱を備えていない本発明のインプラントを示す概略平面図および一
部を破断した側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図面には本発明のインプラントの一実施形態が示されており、この実施形態は、基本的
に、プラットホーム（１）と、ねじ山付中央本体（２）からなり、中央本体（２）は、下
部を根尖先端として仕上げることができる。
【００１７】
　図面から理解されるように、プラットホーム（１）は円錐状の外形を有し、該プラット
ホーム（１）の内部には、これも円錐状の第１キャビティ（５）が形成されている。該第
１キャビティ（５）の中心は、インプラントの軸線および第２キャビティ（６）と整合し
ている。第２キャビティ（６）は平面図で見て六角形でありかつねじ山付孔（４）に延び
ている。このねじ山付孔（４）もプロテーゼへの支柱（３）のねじ山を保持するためにイ
ンプラントの軸線に対して整合している。
【００１８】
　また、図面特に図１に見られるように、支柱（３）は、本発明の好ましい実施形態によ
り、通しボルトとの摩擦による円錐状の内部連結により前記プラットホーム（１）の円錐
状キャビティ内に連結され、これにより、前記支柱（３）およびインプラントが、ねじ山
付孔（４）のねじ連結と、インプラントのプラットホーム（１）の第１内部円錐状キャビ
ティ（５）と支柱（３）の円錐状部分との間の摩擦嵌合との両方により取付けられる。こ
の摩擦嵌合は、支柱（３）とインプラントとを取付けるねじに、０．１５－０．３５Ｎｍ
のトルクを加えることにより行うのが好ましい。
【００１９】
　支柱（３）が回転防止型である場合、すなわち支柱（３）のベースが六角形部分を有す
る場合には、六角形ベースは、一旦、インプラントと支柱（３）が結合されたら、支柱（
３）の回転運動が防止されるように、プラットホーム（１）の第２キャビティ（６）（該
第２キャビティも平面図で見て六角形である）内に嵌合される。
【００２０】
　また、利用できる骨構造が殆どないという条件および／または隣接歯にかなり近接して
いるという条件でも移植できるようにするという目的から、インプラントのプラットホー
ム（１）は、３．１－３．５ｍｍの間の最大直径を有する、なぜならば、直径が３．５ｍ
ｍを超えると、示した条件で移植するには大き過ぎ、３．１ｍｍより小さいと、連結要素
を支柱（３）とインプラントとの間に配置するにはサイズが小さいため事実上不可能なこ
とが確認されているからである。好ましくは、本発明の一実施形態によれば、直径が３．
２－３．４ｍｍの間にあるときに最高の応答－作業効率比が得られることが確認されてい
る。
【００２１】
　一方、本発明の可能な実施形態によれば、ねじ山付中央本体（２）の最大外径は３．０
－３．４ｍｍの間の範囲にあり、かつ構造的強度－作業効率－ハンドリング間の最高バラ
ンスが保たれる好ましい実施形態によれば、この範囲は、３．２－３．３ｍｍの間の範囲
にある。
【００２２】
　本発明の可能な実施形態によれば、プラットホーム（１）とねじ山付中央本体（２）と
の間の直径の最適組合せにより、一方では、小さい骨構造の領域内で適した機能性を得る
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ことが可能になり、他方では、プラットホーム（１）の最大直径が３．２ｍｍでありかつ
ねじ山付中央本体（２）の最大直径が３．３ｍｍである場合にも歯科医によるハンドリン
グが可能になる。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年2月19日(2010.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　しかしながら、欧州特許第１８４９４３１号に開示されるように、インプラントを固定
する骨の不足、例えば置換すべき歯が上側切歯または下切歯で、前記骨の不足が隣接歯の
近接に付加される場合によく見られる状況のように、前記移植条件が特に要求される場合
がある。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　前記場合には、通常使用されている数組のインプラント（該インプラントは、プラット
ホームまたはヘッド並びにねじ山付本体が４ｍｍ近い直径を有する）は、使用に適しない
か、全く使用できないことが国際公開第９７／０１３０６号に示されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロテーゼに取付けるための支柱（３）が固定されているプラットホーム（１）と、ね
じ山付中央本体（２）とを有し、前記プラットホーム（１）の内部には円錐状の第１キャ
ビティ（５）と、第２キャビティ（６）とが形成されており、第１キャビティ（５）の中
心はインプラントの軸線と整合しており、第２キャビティ（６）は、平面図で見て六角形
でありかつねじ山付孔（４）に延びており、該ねじ山付孔（４）も前記軸線と整合してい
る歯科インプラントにおいて、プラットホーム（１）の最大直径が３．１－３．５ｍｍの
間にあることを特徴とする歯科インプラント。
【請求項２】
　前記プラットホーム（１）の直径が３．２－３．４ｍｍの間にあることを特徴とする請
求項１記載の歯科インプラント。
【請求項３】
　前記ねじ山付中央本体（２）の直径が３．０－３．４ｍｍの間にあることを特徴とする
請求項１または２記載の歯科インプラント。
【請求項４】
　前記ねじ山付中央本体（２）の直径が３．２－３．３ｍｍの間にあることを特徴とする
請求項３記載の歯科インプラント。
【請求項５】
　前記プラットホーム（１）の最大直径が３．２ｍｍでありかつねじ山付中央本体（２）
の最大直径が３．３ｍｍであることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項記載の歯
科インプラント。
【請求項６】
　前記プラットホーム（１）は円錐状の外形を有していることを特徴とする請求項１記載
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の歯科インプラント。
【請求項７】
　前記支柱（３）は、前記支柱（３）およびインプラントが、ねじ山付孔（４）のねじ連
結と、インプラントのプラットホーム（１）の第１の内部の円錐状キャビティ（５）と支
柱（３）の円錐状部分との間の摩擦嵌合との両方により取付けられるように、通しボルト
との摩擦による円錐状連結により前記プラットホーム（１）に固定される、ことを特徴と
する請求項１記載の歯科インプラント。
【請求項８】
　前記ねじ山付中央本体（２）は、その下部が円錐状の根尖先端として仕上げられている
ことを特徴とする請求項１記載の歯科インプラント。
【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】

【図１】 【図２】
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【国際調査報告】
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